
RE100政策セミナー

1

日本における
再エネ調達の課題

2021年8月3日

自然エネルギー財団
シニアマネージャー

石田雅也



2

需要家から見た主な課題

1. 再エネ電力は従来の電気料金と比べて高い。

2. 追加性のある新規の再エネ電力が少ない。

3. 証書の制度が複雑で利用しにくい。
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課題１：コスト
日本における電源別の発電コスト

（2020年下半期、LCOE、単位：米ドル/MWh）
by BloombergNEF

卸電力価格 by 資源エネルギー庁
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課題２：追加性のある電力

FIT電源
が主体

大型水力
が主体

電源構成（2019年度、発電電力量）
by 自然エネルギー財団

（資源エネルギー庁のデータをもとに作成）
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リコー：追加性･環境負荷･地域性で電力選択

出典：リコー
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日本で実施できるコーポレートPPA

バーチャルPPA
（環境価値だけを購入）

フィジカルPPA
（電力と環境価値を購入）

出典：自然エネルギー財団
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課題３：証書

日本と海外の再エネ証書
by 資源エネルギー庁
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非化石証書を２種類の市場に分割

出典：資源エネルギー庁
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課題の解決策

1. コスト：再エネの拡大を阻む制度の見直し
（原子力優先の給電ルールなど）

2. 追加性：開発の規制緩和（土地利用など）

3. 証書：欧米と同様の再エネ証書へ
（高度化法と切り離した制度に）


